
小樽商科大学体育館使用細則

第１条 小樽商科大学(以下「本学」という。)は，小樽商科大学体育館規程（以下「規程」

という。）第１１条に基づき，小樽商科大学第一体育館及び第二体育館（以下「体育館」

という。）の使用について，必要な事項を定める。

第２条 規程第５条で使用できる場所は，次のとおりとする。

(1) 第一体育館

① アリーナ

② 武道場

③ ウォーキングトラック

④ 多目的室

(2) 第二体育館

① アリーナ

② １階トレーニング室

③ ２階トレーニング室

④ 第二武道場

⑤ 屋内グラウンド

第３条 本学学生が体育館を課外活動の目的で使用する場合は，小樽商科大学体育会が調

整のうえ，毎月１５日までに翌月分の使用予定を作成し，あらかじめ管理運営責任者の

許可を得ることとする。

２ 本学学生が体育館を前項以外の目的で使用する場合，又は職員が使用する場合は，あ

らかじめ学務課に申し出て，管理運営責任者の許可を得ることとする。

第４条 規程第４条第２号及び第３号に規定する者は，本学の行事，正課授業，課外活動

及び職員の福利厚生の目的で使用していない場合に限り体育館を使用することができ

る。ただし，管理運営責任者が必要と認めた場合はこの限りでない。

２ 前項により使用する者は，使用予定の１か月前までに，別紙様式１により学務課に申

し込み，管理運営責任者の許可を得ることとする。

３ 前項による使用許可は，使用責任者に対して別紙様式２の使用許可書を交付すること

によって行う。

第５条 規程第５条第２項に定める使用料は，本学の指定する期日までに本学指定の口座

に振り込むものとする。

第６条 日曜日及び祝日に体育館を使用する場合は，使用責任者が警務員室で使用許可書

を提示のうえ，鍵を受け取り使用するものとする。また，使用後は速やかに警務員室に

鍵を返却するものとする。

第７条 使用責任者は，体育館使用中の事故防止には，特に注意を払い，事故発生の時は，

速やかに適切な措置をとらなければならない。なお，事故発生の時は，速やかに学務課

又は警務員室に報告しなければならない。

第８条 この細則に定めるもののほか，必要な事項は，管理運営責任者が別に定める。

附 則

この細則は，平成１８年４月１日から施行する。



別紙様式１

小 樽 商 科 大 学 体 育 館 使 用 申 込 書

平成 年 月 日

小樽商科大学体育館管理運営責任者 殿

使用者住所

使用機関名

使用代表者 印

電話番号

下記のとおり，小樽商科大学体育館の使用を申し込みます。

使 用 日 平成 年 月 日（ ）～平成 年 月 日( ）

□ アリーナ 時 分～ 時 分 円

第

一 □ 武道場 時 分～ 時 分 円

体

育 □ ｳｫｰｷﾝｸﾞﾄﾗｯｸ 時 分～ 時 分 円

館

使 用 場 所 ・ □ 多目的室 時 分～ 時 分 円

使 用 時 間 ・

使 用 料 □ アリーナ 時 分～ 時 分 円

第 □ １階ﾄﾚｰﾆﾝｸﾞ室 時 分～ 時 分 円

二

体 □ ２階ﾄﾚｰﾆﾝｸﾞ室 時 分～ 時 分 円

育

館 □ 第二武道場 時 分～ 時 分 円

□ 屋内グラウンド 時 分～ 時 分 円

使用予定人数 人 使用料計 円

（備考）使用場所をチェックして下さい。

銀行振込先口座：

振込期限：平成 年 月 日



別紙様式２

小 樽 商 科 大 学 体 育 館 使 用 許 可 書

平成 年 月 日

使用代表者 殿

小樽商科大学体育館管理運営責任者

下記のとおり，小樽商科大学体育館の使用を許可します。

なお，使用にあたっては小樽商科大学体育館規程及び小樽商科大学体育館使用細則を遵

守願います。また，使用中事故が起こった場合に本学は責任を負いませんので，事故防止

には十分注意して下さい。

使 用 日 平成 年 月 日（ ）～平成 年 月 日( ）

□ アリーナ 時 分～ 時 分 円

第

一 □ 武道場 時 分～ 時 分 円

体

育 □ ｳｫｰｷﾝｸﾞﾄﾗｯｸ 時 分～ 時 分 円

館

使 用 場 所 ・ □ 多目的室 時 分～ 時 分 円

使 用 時 間 ・

使 用 料 □ アリーナ 時 分～ 時 分 円

第 □ １階ﾄﾚｰﾆﾝｸﾞ室 時 分～ 時 分 円

二

体 □ ２階ﾄﾚｰﾆﾝｸﾞ室 時 分～ 時 分 円

育

館 □ 第二武道場 時 分～ 時 分 円

□ 屋内グラウンド 時 分～ 時 分 円

使用予定人数 人 使用料計 円

（備考）


